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令和元年度水質基準逐次改正検討会の公開の取扱いについて 

 

 

１．令和元年度水質基準逐次改正検討会運営要領における規定 

 

令和元年度水質基準逐次改正検討会運営要領（参考資料２）において、「４．

その他（３）検討会の公開の取扱いについては、検討会において決定する。」と

規定されていることから、今回、今後の本検討会の公開の扱いについて定める

ものである。 

 

 

２．令和元年度水質基準逐次改正検討会の公開の取扱いについて 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局水道課長が設置する各種検討会は、別紙「水道

課長が設置する行政運営上の検討会の公開について」に基づき、個人情報の保

護等の特別な理由が無い限り、基本的には公開とすることとしている。 

令和元水質基準逐次改正検討会は、これに従い、検討会を原則として公開す

ることとし、開催予定、構成員の氏名・職業、会議資料、議事録についても併

せて公開する。ただし、会議資料のうち、取りまとめ前の調査結果、未発表の

研究成果等については、非公開とする。 

その他、本検討会に係る公開の取扱いに関し必要な事項については、座長と

協議の上、厚生労働省医薬・生活衛生局水道課長が定める。 

 

参考資料３ 



水道課長が設置する行政運営上の検討会の公開について 

 

 水道課長が設置する行政運営上の検討会の公開は、厚生労働省所管の「審議会等会合」（審

議会等及び懇談会等行政運営上の会合）に係る「審議会等会合の公開に関する指針」及び

「審議会等会合の公開に関する考え方」における「懇談会等行政運営上の会合」（局長以上

の決裁を経て参集した会合）の取扱いに準じて以下のとおりとする。 

 

(1)委員の公開 

 ・委員の氏名、職業については、当該検討会において別段の取扱いをすべきこととして

いる場合を除き、水道課ホームページ上に載せ、公開する。 

(2)開催予定の公開等 

 ・開催予定に関する日時、開催場所等については、当該検討会において別段の取扱いと

すべきこととしている、又は検討会の運営に支障がある等の特段の事由がある場合を

除き、水道課ホームページ上に載せ（傍聴希望の受付けの方法を含む。）、公開する。 

  なお、特段の事情により、会議を公開してきた検討会がそれを非公開とする場合にあ

っては、外部からの照会に応じ、開催予定とともに非公開である旨及びその理由を説

明する。 

(3)会議、議事要旨の公開等 

 ・以下に該当する場合を除き会議を公開することとし、検討会の開催の都度判断する。

特段の事情により会議を非公開とする場合にあっては、外部からの照会に応じ、その

理由を説明する。 

① 個人に関する情報を保護する必要がある。 

② 特定の個人等にかかわる専門的事項を審議するため、公開すると外部から圧力や

干渉等の影響を受けること等により、率直な意見の交換又は意思決定の中立性が

不当に損なわれるとともに、委員の適切な選考が困難となるおそれがある。 

③ 公開することにより、市場に影響を及ぼすなど、国民の誤解や憶測を招き、不当

に国民の間に混乱を生じさせるおそれがある。 

④ 公開することにより、特定の者に不当な利益を与え又は不利益を及ぼすおそれが

ある。 

 ・少なくとも議事要旨を水道課ホームページに載せ、公開する。 

・検討会の事務の一部が行政処分、不服審査、試験等を行う場合にあっては、会議、議

事要旨を非公開とすることができる。 

(4)報告書の公開等 

 ・報告書については、当該検討会において別段の取扱いをすべきこととしている、又は

公開することにより、公正かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそれがある、若し

くは特定の者に不当な利益若しくは不利益をもたらすおそれがある場合を除き、水道

課ホームページ上に載せ、公開する。 

 ・提出資料については、当該検討会において別段の取扱いをすべきこととしている、又

は提供することにより、公正かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそれがある、若

しくは特定の者に不当な利益若しくは不利益をもたらすおそれがある場合を除き、外

部からの求めに応じ、提供する。 

 

○本ペーパーは、水道課長が設置する行政運営上の検討会に係る必要最小限の公開レベル

をルール化したものであり、必要が認められる場合に議事録を作成し、掲示・公開した

り、提出資料を掲示・公開することを妨げるものではない。 

 

別紙 


